
隊友四街道支部便り

令和６年１月号 支部事務局
副支部長：奥村（090-8728-7838）

皆様へのご案内とお願い

次回の役員会：令和６年２月１８日（日） ０９００～１０００ ※大日萱橋台区自治館

令和６年度支部総会開催！今年度の活動内容等を審議。その後、防衛講話及び懇親会を通じて
会員相互の交流を図るとともに新入会員を紹介。「新時代に相応しい隊友会」を目指します！！

１月２１日（日）令和６年
度支部総会を、鈴木陽介四街
道市長等の御来賓含め約６０
名の出席を得て開催し、提示
議案の了承を頂きました。国
民と自衛隊との架け橋となる
べく本年度も「組織的運営」
を推進します。

（令和６年度支部事業計画）【抜粋】
１ 活動指針
防衛政策の大転換となる時代、①新たな次元を迎えた自
衛隊と国民を結びつける真の意味での「国民と自衛隊と
のかけ橋」を目指し、会員一丸となって我が国の平和と
安全に寄与する。このためにも、現会員に加え、②新た
に自衛隊を退職される方や予備自衛官の方に隊友会の意
義を理解して頂き、共に行動して頂くことを期待。また
これらの活動を通じて会勢拡大につなげていく。

２ 活動指針を踏まえた令和６年度支部事業
（1）「①」を狙いとした事業
ア 防衛政策、自衛隊の活動の周知及び理解の促進
イ 自衛隊の活動への支援、協力を通じた相互信頼促進
ウ 自衛官募集及び就職援護業務に対する支援活動
エ 憲法改正機運の醸成

（2）「②」を狙いとした事業
ア 四街道支部便りを通じた会員相互の情報共有
イ 下志津駐屯地所属現職自衛官との交流会事業

３ 支部活動年度の変更について
令和６年度の活動は、令和６年１月１日～令和７年３

月３１日までとし、以降、令和７年４月１日～令和８年
３月３１日を令和７年度として運営

令和６年の幕開け！ 四街道支部会員皆様の今年一年の御多幸を祈念申し上げます

令和６年度の四街道支部活動について ヒゲの隊長
参議院議員佐藤正久メルマガ

【令和６年能登半島地震 東日本大
震災の教訓を風化させてはいけない
（抜粋）】

元日に発生した令和６年能登半島地震。石川県で
震度７を観測するのは初めてで、大津波警報は2011
年の東日本大震災以来の発令となりました。改めて
地震で亡くなられた方々へのお悔やみと被災された
全ての方々にお見舞いを申し上げます。
まさに地震列島の日本。加えて、線状降水帯等の気
候変動、元旦やお盆、都市部や中山間地域、いつど
こでも災害が発生してもおかしくない時代に我々は
生きていると言っても過言ではないでしょう。昔は
「災害は忘れた頃にやってくる」という言葉があり
ましたが、今は「災害は忘れる前にやってくる」と
いう感覚で備えを強化しないといけないと思います。
石川県で震度７を記録したのは初めてですが、能登
地域では今までも震度６強、震度５などの地震が何
回かあって、2020年の12月以降は、震度１以上が
約500回も発生している地域なのです。さらに、こ
の地域はもともと道路網が脆弱で、人口減少、医療
過疎が問題になっている地域、役場もあまり大きく
なく病院も限定されている。地震と津波で道路が寸
断され、どこが孤立地域かを含めて、被害状況の把
握も非常に困難な状況で、いまだに多くの行方不明
者もいます。待っているだけではなかなか過疎地域
には支援が届きにくい。岩手県で実施した自衛隊と
県や市、町がチームを組んで自ら「御用聞き」に
行く「岩手方式」。東日本大震災の教訓を風化させ
てはいけないと思います。

（1/10配信メルマガ抜粋）

〇「四街道市憲法改正推進市民の会」勉強会のご案内 ※多くの支部会員のご出席をお願い致します。
・日時及び会場：令和６年３月１０日（日）１０００～１１３０ 四街道市文化センター３０１・３０２号室
・講師及び演題：元防衛省 海上幕僚長 古庄幸一氏 「日本の憲法と自衛隊」 ※事務局長：中尾英夫様

〇支部会員の動向（転居、御逝去等）に関する情報を承知された場合は、事務局長：山口義輝（090-3779-3067）
までご連絡下さい。宜しくお願い致します。（副支部長 奥村でも結構です）

【懇親会紹介新入会員】
陸自ＯＢ 川村 淳会員
陸自ＯＢ 岡田公利会員
空自ＯＢ 戸島壽雄会員
陸自ＯＢ 杉 征憲会員

（1.23入会）

支部長挨拶 前防衛省人事教育局長
町田一仁様の講話
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